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1．はじめに
　最近、日本では樹木葬や散骨といった墓石を伴わな
い埋葬法を選択する人が増えつつある。しかし、今で
も亡くなると墓石に付随して作られた空間に埋葬する
ことが日本では一般的である。長い歴史を見返すと、
埋葬形態や葬送儀礼は国や地域によって様々であり、
日本国内においても地域差が見られる。神奈川県鎌倉
周辺の地域では、13世紀頃から「やぐら」という岩盤
を掘削して造った横穴に埋葬したり、そこで供養に関
する葬送儀礼を行うという形態が広まった。これは鎌
倉周辺地域の地形や地質に適したものとして数多く構
築された。その総数ははっきりと把握されていないも
のの、大小合わせて1000基を越えることは確かである。
　今回対象としたのは、神奈川県鎌倉市内にある覚園
寺裏山やぐら群、通称「百八やぐら」群に属するやぐ
らである。覚園寺裏山やぐらは、その名の通り覚園寺
の裏山に位置するやぐら群で、そのやぐらの数は223基
に及ぶ大規模なものである。覚園寺裏山は鎌倉から北
鎌倉に続く天園ハイキングコース周辺に位置し、一部
は日頃ハイキングをする人の眼にもとまる場所で、そ
の存在は広く知られている。これまで、筆者は鎌倉市
教育委員会所蔵『百八やぐら調査報告書』1）を用いて、
現状の劣化状況の把握を目的とした調査に取り組んで
きた。これだけの数の遺構について、同一の基準で様々
な項目を調査しまとめた例はない。過去の資料の中に
は写真も残されているが、撮影時期が明確なものは少
ない。その点においてもこの資料には調査年月日と写
真があり、一層貴重な資料である。この1964年～1965
年にかけて実施された調査から半世紀が経ち、現在ど
のような差異が認められるか確認することは、今後の
やぐらの保存を考える上で多くの課題を見つけること
ができると考えているため、各やぐらについて現状を
まとめている。その成果として、これまで5～10号窟、
11～17号窟、40～45号窟について報告した。今回は46
号～50号窟について新たに報告する。特に46（赤43）
号やぐらは百八やぐら群の中でも一般に知られている
有名なやぐらの一つである。
2．調査方法
　調査方法はこれまでと同様に12項目2）について該当
するか否か、或いは1964年に撮影された写真と異なる
箇所はないかということに重点を置いた。
1 堆積物や落下物によるやぐらの埋没・堆積物の状況
2 岩盤の崩落
3 亀裂
4 壁面からの粉末状・粒状の落下物
5 掘削や摩耗の進行による壁面の湾曲
6 表層剥離（その形状からさらに4種に分類した）
6-Ⅰ厚さ1㎝以下の層状剥離
6-Ⅱ厚さ1㎝以上の層状剥離
6-Ⅲまとまった塊の剥離
6-Ⅳ瘡蓋状の剥離
7 やぐらに悪影響を与える樹木（根を含む）の生育
8 現段階においてやぐらに悪影響を与えていないやぐ
ら付近に生育する樹木（根を含む）
9 その他植物
10苔・地衣類の繁殖
11析出物の発生（その形態からさらに4種に分類した）
11-Ⅰ表面に凹凸があり、年間を通じて存在する白色の
殻状物質
11-Ⅱ年間を通じて存在する白色物質で、表面が平滑な
物質
11-Ⅲ年間を通じて存在する白色物質でごく薄い形状
11-Ⅳ繊維状の軟質物質で、冬場を中心とした温湿度の
低い時期にしか存在しない物質
12工具の痕跡の有無
　以上の項目のうち、本論文では各やぐらに該当する
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項目についてその状況を述べる。
　各やぐらの番号は『百八やぐら調査報告書』におい
て整理し直されたもので、現在確認されているやぐら
が網羅されているため、本論文でもこの番号を用いた。
やぐらの番号の後ろに記載した（赤○）は、赤星直忠
氏が用いている番号で、『鎌倉市史考古編』などにおい
て記載されている。赤星氏の付けた番号が一般的には
知られているため、併せて記載した。なお（赤―）と
したものは赤星氏が番号を付けていなかったやぐらで
ある。各やぐらの大きさ・内部構造・特殊構造・現存
遺物は調査カードの内容を転載したため、現状とは異
なる点が多少ある。方位は調査カードに示された主軸
方向を基に、開口方向を南西・西・北西・北・北東・東・
南東・南の8方位にした。調査カードの際の調査を「第
1調査」、現況の調査を「第2調査」呼ぶこととする。壁
面の呼称はやぐらに向かって正面を「奥壁」、向かって
右側を「右壁」、向かって左側を「左壁」とした。現地
の写真のうち、「図○a」は『百八やぐら調査報告書』
のモノクロ写真、「図○b」はこの資料をもとにしてで
きるだけ同じ位置から撮影を試みたものである。ただ
し、現在のやぐら前の平場や草木の状況から、必ずし
も同様に撮影できなかった場所もある。
3．調査結果
3－1．46号（赤43）
第1調査日：1964年3月2日
開口方向：南
内部構造：大きな方形で左右両壁奥に其々奥室あり。
各奥室の奥壁に壇あり。左奥室壇上に円形納骨穴あり。
右奥室は全体が一段と堀り窪められている。
現存遺物：右奥室壇上　地輪1、水輪1
　　　　　左奥質壇上　地輪1、何れも凝灰岩
特殊施設：三方壁に巨大な五輪塔の浮彫あり。奥壁の
塔の五輪種子は不明である。右壁五輪塔種子は菩提門
を示し左壁のは発心門を示す。左壁の塔は風化甚だし
書体は（梵字）鎌倉期五輪塔様式も鎌倉期
大きさ：縦右300、左300　横3.79　高さ右奥隅水面
2.52+55（床面）＝302
天井様式：平
羨道：無崩壊か　間口3.74
　このやぐらは覚園寺裏山やぐら群の中でも有名で、
記念写真の撮影場所となっている写真がいくつか残さ
れている。また『鎌倉市史』においても赤星氏によっ
て紹介されている。そこには奥壁の五輪塔が高さ267㎝、
幅121㎝、厚さ33㎝、右壁の五輪塔は高さ200㎝で、左
壁の五輪塔もこれに等しいとある。また左壁の五輪塔
は右壁よりも風化している旨が記されている3）。『鎌倉
市史』は1959（昭和34）年に刊行されたもので、それ
以前の赤星氏の調査情報が記されている。なお、『百八
やぐら調査報告書』には書かれていないが、『鎌倉市史』
の記載から、右壁奥側に設けられた龕の内部の納骨穴
に火葬骨が納められていることがわかる。
　奥行きもある一方、間口が広いこのやぐらは、羨道
を有するやぐらよりも風通しが良好である。第2調査日
のやぐら外の気温は11.2℃であった。これに対し、や
ぐら内は11.5℃、また各壁面の表面温度も10.9℃～
11.8℃と大きな差は見られなかった。
　3.0ｍ×3.7ｍという規模はこのやぐら群においても、
また周辺地域においても大型である。やぐらの目的は
納骨の場であり、供養の場でもある。46号窟は左右両
壁に龕があり、さらにその中に壇や穴があるという構
造で、この穴は前述の通り納骨を目的としたものであ
る。大型のやぐらには、納骨のための構造を持たない
ものがあり、それらはその周辺の小型のやぐらの中心
的な存在であり、供養のための施設と考えられる。し
かし、このやぐらは大型でありながらも納骨設備を持
ち、尚且つ各壁面に大型の五輪塔を彫り出している豪
華な造りから、被葬者はある程度の階層であることが
うかがえる。なお、覚園寺裏山やぐらに限らずやぐら
の被葬者が明らかになっている例は殆どない。誰々の
墓といわれているところの多くは後付けされた供養の
ためのものである。
図 1a．左斜め方向から撮影
図 1b．左斜め方向から撮影
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現況：このやぐらは入口からやぐら内部に向かって床
面が傾斜しており、雨水などが溜まることがある。そ
の量は壁面に彫られた五輪塔の地輪が浸かるほどにな
ることもあり、左右の奥に設けられた龕の内部まで浸
水する。
1 前述の通り、床面には堆積物による傾斜ができてい
る。これは第1調査時にも見られる光景である。
3 奥壁に彫られた五輪塔の空輪に大きな亀裂が見られ
る（図6）。いずれここから表面が落ちる危険性がある。
図 2a．正面やや右側から撮影 図 4a．右壁
図 3a．左壁
図 2b．正面やや右側から撮影 図 4b．右壁
図 3b．左壁
図 5a．右壁五輪塔 図 5b．右壁五輪塔
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6-Ⅰ　 6-Ⅱ各五輪塔の浮彫り表面は、当初平滑に仕上
げられていたが、長い年月の中で空輪以外の中央部を
除いていずれも角から表層が既に剥離している。特に
右壁の五輪塔の方が状態は悪い（図7）。
シダが繁茂するに十分な水分が供給されている証拠で
ある。また、五輪塔の浮彫り表面にはコケが密着して
いる。特に表層が剥離し、新たに露出した新鮮面に多
く見られる。
11-Ⅰ五輪塔の浮彫りをはじめ壁面にも白色箇所が確認
できる。これは表層剥離した面に見られることから、
構築当初に塗られた装飾塗料ではなく、その後発生し
た岩盤の含有物質の結晶である（図3b・図4b・図5b・
図6）。
12左右両壁とも手前側に工具痕が見られる。また、五
輪塔の各輪に彫られた梵字も目視にて確認できる。
3-2．47号（赤44）
第1調査日：1964年2月1日
開口方向：南東
内部構造：不明 
現存遺物：空風輪2（凝灰岩）
特殊施設：不明
大きさ：右1.33、左1.26　横1.33　高さ1.04
天井様式：平
羨道：無　　間口1.30
図 6．奥壁の五輪塔空輪
図 7．右壁の五輪塔火輪
　残念ながら空輪の梵字は表層の欠損によって既にな
く、風輪の梵字は半分が失われているものの、火輪・
水輪・地輪の各中央に刻まれた梵字が残っていること
は幸いである。この50年で大きな差異は認められない
ものの、今後さらに五輪塔の端から中央部分に向かっ
て剥離は進むものと予想される。そのため、いずれ梵
字も周囲の剥離によって目立たなくなる可能性がある。
8 やぐらの外、右側にやぐら上部の岩盤から延びる木
の根がある。やぐら内にまで侵入することは今のとこ
ろなさそうだが、樹木の重みはやぐら天井部にかかっ
てくるため、構造上の負荷は大きいものと考えられる
（図1b）。
10左右と奥壁に彫られた五輪塔の浮彫りの地輪部分に
はシダが生え、時期によっては地輪が見えないくらい
覆われることがある。これは先に述べた浸水を含め、
図 8a．やぐら右方向から撮影
図 8b．やぐら右方向から撮影
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大きさ　縦右0.84　左0.81　横1.29　高さ埋没
天井様式：―
羨道の有無：無　　間口1.29
現況：図8aの全体図に見られる左壁の木札は現在見当
たらない。この木札は他のやぐらには現存するものも
あり、やぐら番号が書かれている。このやぐらは半世
紀経った今も顕著な劣化の進行は見られない。
1 堆積物により入口側から奥に向かって傾斜してい
る。
10入口側の壁面及び天井部をコケが覆っている。図
8a・8bを比較すると、左壁入口側の状態が現在と似通っ
ていることから、第1調査時もコケが生えていたものと
考えられる。
11-Ⅰ図9の奥壁・右壁だけでなく、左壁も含め全ての
壁が白く覆われている。白黒写真では判別しにくいが、
恐らく第1調査時と大きな変化は見られないだろう。
12全体的に鑿痕が深く残っている。
3-3．48号（赤―）
第1調査日1964年2月1日
開口方向：南東
内部構造：不明
現存遺物：不明
特殊施設：埋没著しく不明
図 9a．奥壁と右壁奥側
図 9b．奥壁と右壁奥側
図 10a．正面
図 10b．正面
現況：調査カードには埋没していて確認がとれないた
め、天井様式の項目に記載がない。しかし、図10aの入
口部分が四角く平らな状況から、やぐら内の天井部も
平天井とみていいだろう。
1 第1調査時も既に9割が埋没しているが、現在はさら
に堆積物が増加し、この資料がなければ見落としてし
まうほどほぼその姿が見えず、僅かに左上部分が確認
できる程度である。
8 第1調査時にはなかった樹木がやぐら右側に生育し
ている。この根が地中でやぐら内に侵入している可能
性も考えられるが、現況ではそれを確かめることはで
きず推測の域をでない。
10やぐら外の岩盤には、コケとシダが全体を覆ってい
ることから、生育できるだけの水分が常に岩盤に供給
されていることがわかる。
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3-4．49号（赤―）
第1調査日：1964年2月1日
開口方向：南西
内部構造：不明
現存遺物：不明
特殊施設：不明
大きさ　縦0.80　横1.41　高さ0.40
天井様式：平
羨道の有無：無　崩壊か
間口：1.35
現況：
1 このやぐらも第1調査時点で既に8～9割ほどが埋没
しており、現在も同様の状態である。
8 現在、やぐら左側には樹木が生育しているが、これ
は48号窟の右側に生育する樹木である（図11b）。
10やぐらの外は48号窟と同様、表面全体をコケが覆っ
ている。
11奥壁にまだら模様の白色部分が確認できる。これは
装飾の白色部分とは考えにくい（図12）。
12僅かに見える奥壁上部に薄れてはいるものの、鑿痕
が確認できる（図12）。長年埋没して各壁面が外部と接
していないため、土中は良好な状態が保たれていると
推察できる。
3-5．50号（赤―）
第1調査日：1964年2月1日
開口方向：南西
内部構造：方形。壁面たがね跡明瞭に残る
現存遺物：水輪1（凝灰岩）
特殊施設：不明
大きさ：縦1.67（左）　右壁大部分崩壊　横2.10　
高さ1.06
天井様式：平
羨道の有無：有　崩壊　間口：不明（崩壊著しい）
第一調査と同じアングル：
図 11a．右斜め方向から
図 11b．右斜め方向から
図 12．奥壁
図 13a．正面
図 13b．正面
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現況：前面の通路よりもかなり高い所に位置するやぐ
らである。入口側の天井は一段高い平天井である。第2
調査日は図13b・図14に見られるやぐら内左側に置か
れた段ボールの中にちょうど猫がおり、ここを住処と
しているようであった。猫の排泄物はやぐら内を汚し、
また猫の体に付着して運ばれてきた植物の種が発芽し、
やぐら内で生育する可能性が考えられる。
のため、やぐら全体をほぼ埋没させるほどであり、特
に48号窟・49号窟はやぐらがあるとわからず通り過ぎ
てしまいそうになる。そうしたことからもやぐらの所
在を示す『百八やぐら調査報告書』の各カードは価値
のある資料である。しかし、地中に埋まっていること
で外部環境と直接接することがなく、良好な状態を土
中で保っていると考えられるため、両やぐらの壁面は
構築時の工具の痕跡が顕著かもしれない。
　近年、関東地方にも大型の台風が上陸することがあ
る。台風をはじめとする大風では、過去に周辺の木々
が大きく揺れ、根から木が持ち上げられて倒れたとい
う事例もあり、こうした自然現象による周辺の変化に
も目を向けておく必要がある。
　以上の46～50号窟の状況のうち、該当する項目を○
で示すと表1の通りである。
表 1．やぐらの現状
46 号 47 号 48 号 49 号 50 号
1 ○ ○ ○ ○ ○
3 ○
6 −Ⅰ ○
6 −Ⅱ ○
8 ○ ○ ○ ○
9 ○
10 ○ ○ ○ ○ ○
11 −Ⅰ ○ ○ ○ ○
12 ○ ○ ○ ○
　この5基の並ぶ平場はいずれも堆積物が多く、やぐら
内にも流入しているため、床面が本来よりも高い、或
いはほぼやぐらが埋没するという状況である。特に48
号窟は第1調査から半世紀が過ぎ、現在は更に堆積物が
増加してやぐらは僅かに見える程度になっている。赤
星直忠氏もこのやぐらについては重視していなかった
のか番号を付けていない。
　やぐら外の岩盤には、コケが生え全体的に緑色を呈
している。波田善夫氏4）によれば、コケ植物は体表表
面全体から水や栄養分を吸収しているため、他の植物
のような水分を蒸散させるということは必要とせず、
他の植物は根圏に栄養分を含んだ水を引き寄せるため
に蒸散させるが、蒸発によって水分中に含まれている
塩類が結晶化してしまうことは、生育上避けなくては
ならず、コケ植物が生育しているところは水分の蒸発
が少なかったり、結晶化せずに洗い流されるような環
境ということができると指摘している。今回のやぐら
においても、コケの生えているやぐらの外側や側壁の
入口側には、コケは確認できるが結晶は見られず、壁
面は他のやぐらのような極度の表面乾燥が起きていな
図 14．やぐら外右方向から撮影
　やぐらは一旦ここで途絶え、このやぐらの右側から
上段・下段へ続く道がある。またその道を通り過ぎる
とさらに5基のやぐらに続く。ハイキングコースとなっ
ているのはさらにやぐら2段分上ったところのため、こ
のやぐら前面は多くの人通りがあるというわけではな
く、やぐらを見ることを目的にしている人が立ち寄る
くらいの交通量である。
　第1調査時の写真には写っていないが、このやぐらは
平らに成形された天井と、さらにその外側部分が一段
高くなり、そこも平らに成形されている。また、きれ
いな円を描くように造られている。
1 全体的に堆積物によって床面が高くなっている。更
に右側は多量の堆積物により、右壁がほぼ見えなくなっ
ている。
9 左側の入口付近の岩盤から植物が生えている。鎌倉
市内の別のやぐらでも同じものを見かけたが、どんど
ん生育し大きくなったため、ここでも今後さらに成長
し、場合によっては岩盤の亀裂を広げる可能性がある。
10やぐら外は全体的に苔に覆われている。
11-Ⅰ左壁・奥壁・天井が全体的に白く覆われている。
12奥壁・左壁には鑿痕が確認できる。埋没している右
壁も同様に鑿痕が残っていると考えられる。
4．考察
　今回まとめたやぐらのある平場は、全体的に堆積物
が増加し、床面が第1調査時よりも高くなっている。そ
32
覚園寺裏山やぐらに関する研究　−46号～50号窟について―
い。壁面と天井の角の残存状況が良好なのもこれらの
水分量が関係しているだろう。
　壁面の極度の乾燥は、摩耗し湾曲した状態をもたら
すことがある。今回対象とした5基は、いずれもこの項
目に該当しなかった。現在筆者は、石造文化財表面に
含まれる塩分濃度の測定方法の開発と調査に取り組ん
でいる。この研究の中で、「 5 掘削や摩耗の進行によ
る壁面の湾曲」のうち摩耗の進行の原因として、塩素
イオンの存在が大きく関与しているということが明ら
かになった。今回対象としたやぐらでは、まだこの方
法を用いて調査していないもののコケの生育状況から
塩分濃度は低いものと予想される。しかし、同やぐら
群の別の地点では高い濃度の塩類を検出している場所
もある。鎌倉地域は海の近くに位置しているが、この
百八やぐらは比較的内陸の高台にあるため、沿岸部の
潮風の影響は届かないものと考えられる。だが、今後
は雨風や人為的掘削以外に、塩類風化の結果岩盤が摩
耗していることに留意する必要がある。
　43号窟は、壁面に彫られた五輪塔の既に表層剥離し
新たに露出した新鮮面にコケが見られる。表層剥離の
原因は、湿度の低下による岩盤の乾燥や表面と内部の
温度と水分量の差などが考えられる。このやぐら群内
には、五輪塔を彫り出したやぐらがいくつかあるが、
これほど大きな五輪塔を各壁面に浮き彫りにしている
例は他にない。
　安田三郎氏らが行った第1調査からちょうど半世紀が
経過した。この先半世紀後には、どのような状況になっ
ているのだろうか。43号窟は残念ながら今ほどの彫刻
の状態を維持できないかもしれない。そうしたことか
ら、現状を記録しておくことは意味のあるものと考え
ている。また、こうした現状を踏まえ、やぐらの保存
対策に何が求められているのか、数多く現存するやぐ
らの中でどのやぐらの状態が悪く、何が原因なのか、
今後はどのような点に注視する必要があるかを考える
材料の一つとして、本論を活用していきたい。
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